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事故原因の分析と対策を検討、実施へ努力 ご家族や他職種と力を合わせた、食事提供の成功

ユニットケアへの転換 死生観は千差万別、施設全体で取り組みたい

当施設は静岡県三島市の南部にあり、
ここからは富士山がとてもきれいに見え
ます。入所 100 床の当施設を中心に、
通所が３事業所、訪問が３事業所、居
宅支援、包括支援センターと大規模多
機能での運営を実施しています。
そのためリスクマネジメント委員会は
全事業所を交えた形で構成されており、
委員会で取り上げる事故は多種多様で
す。
私は 2015 年にリスクマネジャーの資
格を取得しました。さまざまな場面で事故対応にか
かわってきましたが、事務長としての案件は一筋縄
ではいかないことが多く、日々苦労しています。
当施設のリスクマネジメント委員会は、私を含め、
事故対策、感染症対策、防災対策、安全運転対
策等の各委員長がメンバーです。１年を通じて案件

当施設は群馬県の北部、人口約
47,000人の沼田市にあります。入所は
ショートステイ含め50 名、通所も50 名
の規模です。
私はご利用者一人ひとりの栄養管理を
中心に、毎食の盛り付け・配膳など食事
の提供を行っています。当施設で最近取
り組んだ、ご利用者とのかかわりを紹介
します。
１つは、もともと日によって食事量にむ
らがあるご利用者の例です。当初の摂
取量は良好でしたが、その後、活動量の低下で量も
落ちてしまい、しばらくは補助食品や好物のはちみつ
程度で栄養を維持していました。その間、何よりもご
家族の支えがあり、介護職やリハビリ専門職の無理
のない継続的なケアが加わり、少しずつ活動量が増
えました。意欲も向上し、現在は食事を全量摂取で

当施設は、山形県鶴岡市、出羽三山の１つ、羽
黒山のふもとに位置しています。2005 年に従来型個
室 100 床で開設、11年後の 2016 年に改修工事を
行い、同年１ユニット12 床、全 96 床でユニットケ
アの運用を開始しました。
従来型からユニットケアへ転換するにあたっては、

「老健施設としてのユニットケアとは」、
「みずばしょうらしいユニットケアとは」
など手探りでしたが、多職種が一丸と
なって、試行錯誤しながら運営しまし
た。
３年が経過した現在、私はユニット
リーダーとして日々奮闘しています。ユ
ニットケアの研修を通して学んだことを、
自施設で実践する難しさを痛感してい
ますが、「よりよい生活の場」となるこ
とをいつも心がけています。ハード面

当施設は1995 年に設立され、香川県北西部の善
通寺市に位置しています。５階建てで中庭から最上
階まで吹き抜けがあり、窓も広く、天気の良い日には
瀬戸内海の島々や瀬戸大橋が見渡せます。定員は入
所 80名、通所40名の規模です。
在宅復帰に向けての取り組みには、当施設でも力
を入れていることはもちろんですが、少
子高齢化や核家族化、独居高齢者世帯
の増加は影響が大きく、看取りを希望す
るご家庭が増えています。
看取りの事例で印象に残った方がい
らっしゃいました。10 年以上前から当施
設に入退所を繰り返されていたＡさんは、
ご家族との間で臨終をどのように迎える
か話し合われていました。「当施設で自
然な形での臨終を」と希望され、だん
だんと食が細くなった最期のころも、好

が多いのは事故対策です。現場では防
ぎようのないトラブルもありますが、最
小限にするための活動はリスクマネ
ジャーの役割です。
また、事業所が違えば事故の種類も
違い、そのほとんどの原因はヒューマン
エラーです。「原因の分析と対策を検討
し、その対策は確実に実施する」とい
う一連の流れに乗ることは理解していま
すが、なかなか難しいと痛感しています。
ケア中に事故が起きると、誰でも精

神的に落ち込みます。「その事故が起きることのな
いように準備をしていたか」、「利用者のアセスメント
や環境の整備はしっかりとできていたか」、「不利益
を被るのはご利用者ですよ」、日々の忙しい業務の
なかで、私たちが何をすべきかを職員に問い掛け、
改革をめざしています。

きるまで回復し笑顔が戻っています。
もう１つは、廃用症候群で胃ろう造設
の方の例です。当施設は毎週火曜日に
病院より言語聴覚士が訪れ、嚥下体操
など口腔ケアを行い、私も一緒にご利用
者の嚥下状態の確認や食事内容の検討
を行っています。根気よく続けたかいが
あって、ご利用者におやつの提供を始
めることができ、その後食事も、ペース
トからムース、柔らか、粥、並食へと少
しずつ形態が向上しました。ご本人の食

べたいものと違うときは進まず、悩むこともありまし
たが、ご利用者の「食べたい」という強い気持ちが
経口摂取成功につながりました。
今後は、ターミナルケアや、現在も取り組み中の褥
瘡改善、嚥下食の検討を中心に、一人ひとりに寄り
添った食事提供を行っていきたいと思います。

を変えることは簡単ではありませんが、設
しつら

えで家庭
的な雰囲気を感じてもらい、入居者へのかかわり方
も個々の生活リズムに合わせた対応を心がけるなど、
ソフト面の充実に向けてできることから少しずつ実
践しています。多職種が意見を出し合い、“ワン
チーム”として、「みずばしょう」らしいユニットケア

を作り上げていきたいです。
新卒で介護の世界に飛び込み、まも
なく18年が経とうとしています。いまま
で、たくさん失敗し、学び、周りの人に
助けられてここまでがんばってくること
ができました。これからも「安心・安
全・笑顔」を心がけ、老健施設の役割
である在宅復帰をめざすなかで、入居
者が穏やかに笑顔で過ごせるように、
初心を忘れずに介護の仕事をしていき
たいです。

物の甘い物を口にして過ごされました。エンゼルケア
の際には、施設内で仲良くされていた他のご利用者
もお別れをし、その静かな光景は非常に心に残りま
した。
このように、最期までご本人やご家族の意向を尊
重するためには、元気なころから話し合いをしておく

というアドバンスケアプランニングの考え
でかかわる事が大切です。
死生観は千差万別で一人ひとり違いま
す。最期を過ごす場所がどこであっても、
ご本人やご家族の意向が尊重できるよう
に、施設全体で取り組みたいと思います。
当法人の理念である「信頼される医
療」「想いと優しさの伝わるケア」を念頭
において、ご利用者やご家族、そして地
域住民の皆さんと良好な関係を築いてい
けるように努めていきたいと思います。
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